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四国下部白亜系からTrεgo配。耐es化石（非海生二枚貝）の産出とその意義

田　代　正　之＊・奥　平　耕　右＊＊

Occurrence　of　Trεgoπεoεdles　from　the　Lower　Cretaceous　of　Shikoku，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　its　significance

Masayuki　Tashiro＊and　Kousuke　Okuhira＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　Several　specimens　referable　to　the　species　of　Tプぎgon乞。漉3（VVα勉noα）観。プぎθns乞s　Maeda　were

collected　from　the　Tatsukawa　Formation，basal　formation，of　the　Monobegawa　Group　belonging

to　the　Outer　Zone　of　the　Southwest　Japan，at　Tatsukawa，Katsuura　area　of　Tokushima

Prefecture，Shikoku．This　species　is　one　of　the　well　known　fresh－water　conditional　bivalves

which　had　been　described　from　the　basal　part　of　the　ltoshiro　Subgroup，considered　to　the

Jurassic　or　Cretaceous　deposits　of　the　Tetori　Group，belonging　to　the　lnner　Zone　of　the

Southwest　Japan　in　Hokuriku　district　of　Japan．This　is　also　known　from　the　non－marine

Mesozoic　deposits　of　the　Keishou　Group，of　Southem　Korea．Since　the　occurrence　of　this

species，probably　restricted　narrow　age　in　the　range，is　determined　to　the　Latest　Hauterivian　or

Early　Barremian　judging　from　that　of　the　upper　part　of　Tatsukawa　Formation，the　occurrence

of　this　species　is　not　only　valuable　to　the　correlation　of　the　non－marine　deposits　between　the

Outer　and　lnner　Zones　of　the　Southwest　Japan　but　also　the　correlations　of　those　among　Japan，

Korea　and　the　East　Asian　continent．

Key　words　Tプぎgonガ。ガ4θs，Cretaceous，Tatsukawa，Tetori，non－marine

は　じ　め　に

　筆者の一人奥平が，徳島県羽ノ浦地域の下部白亜系物

部川層群■立川層分布地域の2地点から4個の非海生二枚

貝化石丁プ∫gon朗4θ3を採集した．4個のうち2個は，殻

のほぼ半分が欠けた標本で，1個は内型の不完全印象標

本，残る一つは，ほぼ完全な殻を持った個体であるが，

その外形は2次的に幾分変形している（第2図）．

　立川層は，西南日本外帯の秩父帯下部白亜系の基底部

を占める非海成一汽水成の堆積岩相であり，汽水生動物

群を産する．立川層の模式地勝浦川上流地域の立川は，

西南日本外帯や東北地方の下部白亜系の基底部に広く分

布する汽水生動物群“領石フォーナ”の模式地としても

よく知られている．Tガgon∫oガ4θsは，日本海側の手取層

群や九州の関門・御所浦・御船層群や韓国の新洞層群，

さらには中国大陸などの非海成層を含む部分から，多く

の報告があるが（例えばYang，1974；Guo，1982，1986，

；Wen，1987；田村，1981，1990など），西南口本外帯

（関東・東北を含め）からの報告は全く無かった．

　本論文では，立川層産丁プ歪goπ∫oぎ4θsの紹介と，その産

出がもたらす本邦下部白亜系の生層序学的影響について

考察した．

＊　〒780　高知市曙町2－5－1高知大学理学部地質学教室

＊＊　〒779－32　徳島県名西郡石井町，石井町役場民生課

立川層とTrめ。痂。掘es産地

　徳島県羽ノ浦地方の勝浦川流域には，いわゆる秩父帯

の先白亜系を覆って，広範囲に白亜系が分布する．下部

白亜系は，高知の物部地域を模式とした物部川層群の相

当層群（田代1985a）と勝浦川南方の中伊豆付近を模式

とした南海層群（田代1985a）があり，両者の位置関係

は，ほぼ黒瀬川構造帯（秩父帯中帯）の南縁を境に，北

側に物部川層群相当層群，南側に南海層群となってい

る．上部白亜系は外和泉層群（Matsumoto　ed．，1954）と

呼ばれていて，勝浦川下流地域やその北側に分布し，下

部白亜系の2層群との関係は，恐らく断層関係で，一般

に両者中間部分に分布している．

　立川層は，物部川層群相当層群の基底部にあり，上位
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　　　　　　　　　第1図　丁ブ∫gon醜4θ3産地の位置図

P　立川層のTプ匁on∫o∫4θ3産地　　X二羽ノ浦層の浅海生貝化石産地
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　　第2図　丁7ガgo痂of4θ3（Wα観noα）観。プ∫θn3ガ3Maeda（×1）

左殻の正面　2：同殻の内面　3：同殻の背面　4：不完全な左殻の正面

不完全な右投の正面（腹縁まで明瞭に延びる殻表の肋の様子を示す）
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　　　　　　第3図　西南日本外帯（東北地方も含む）から報告のある淡水生貝化石の復元図

1：T7fgon∫of4θ3（Wα為fnoα）観。漉n3∫3Maeda（立川層）　2：P3θ躍ophプ彪解α古訓規。加がYang（物見山層）

3ニノVα940ngfα30n∫Yang（物見山層）　4：〈r∫ρρononα∫α型。祝3盈∫αnα（Suzuki）（瀬林層）（1・2・3はほ

ぼ1．2倍，4は実物の約2倍）

　この4種は，日本海側の白亜系の手取層群石徹白亜層群と赤岩亜層群からは，同所的に産出する事が知られ

てし・る．

には，羽ノ浦・傍示・藤川層の順にと整合に重なる．こ

れまでの西南日本外帯の白亜系に関する古生物学的・生

層序学的研究を総合した結果，立川層の層序学的位置関

係は第4図に示す通り，物部川層群の領石層に対比され

る．また立川・領石層に対比される地層は，九州では大

分ハイダテ山層群最下部の腰越層，宮崎の鞍岡地域の戸

川層があり，紀州の有田川流域の湯浅層，静岡の伊平

層，長野の戸台地域の小黒川層，山中の白井層などがあ

る．いずれも“領石フォーナ”の汽水生貝化石動物群，

歪1αツα飛ぎnαn砿z昭nn∫，Co3孟06ツプθnαo孟3鳩α∫，1so40アn・oプα

3hケ。∫on3ガs，Pz613∫漉s　nαgα孟。θnsぎ3，Tθ孟。ガα3αn6hz昭n3ガs

などの産出で特徴づけられている．Pプ。孟06併読αめ祝履

も四国以東の領石フォーナの特徴種で，本種は，東北地

方の大船渡層群船河原層から，1．3h∫プ。∫θn3∫3やC．

o診s嘘α∫と共に産出（NakazawaandMurata，1966；田代

・香西，1989）している．なお，熊本八代地域の領石層

相当層とされる川口層については，筆者の一人，田代ら

が再検討中であり，ここでは触れない．

　立川層は一般に礫岩層・粗粒砂岩層・灰色泥岩層が交

互に重なる下半部と，粗一中粒砂岩・灰色泥岩・凝灰質

泥岩が互層する上半部から構成される．その上半部で

は，砂岩は底部が薄い礫岩から始まり，ク・スラミナが

顕著な部分もある．泥岩には，多量の植物片を含む．ま

た数層準にわたりレンズ状に，汽水生貝化石の密集層が
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　　　　　　　　　　　　　　　第4図　本邦下部白亜系の対比図

丁：丁万go痂。躍θ3（Wα屠noαD窃07ガθn3∫3‘‘T”：Tr∫gon∫o∫4θ3（VVα勉noα）ωα勉noθn3おN：ノV∫PPononα彪

71yoso々ぬnα　“N”　：ノV∫ρρononα∫αωα勉noθns∫3P：Psθ祝40ρhガα解説3観zoオ。∫P’　：P3θ祝40ρhガαcf．

規砒鍬規。オ。ガX：アンモナイト及び海生貝化石産出位置　F：放散虫・ナノ化石産出位置

B：Co3オoo醐θnα漉n伽αを主とした非海生動物群　白丸：〃αッα解∫nαn例規αnnガ，Co3孟06醐onαo診s醜観を主

とした非海生動物群（何れも物部川層群特有の“領石型”非海生動物群）　一〇一：、Eo勉040n解説訓解。孟。∫を

主とした非海生動物群（南海層群の非海生動物群に共通する）　SHINDONG　G：韓国の新洞層群（旧慶承層
群）　黒線：T〆屠。痂。ガ4θ3（Wα勉noα）観。漉n3ガ3，ノWρρononαぬ型03θ勉αnα，P3θ祝40ρhプ∫α解の30規。加がが重

なって産出する時間を示す．

発達する．貝化石のいずれも“領石フォーナ”の特徴種

で占められる．

　2地点のTプ∫gon∫o∫4θsの産地，アゲノ谷と八間ノ滝

は，ほぼ走向線上にあり，恐らく同層準にある．それら

の層序的位置は，立川層の最上部付近で“領石フォー

ナ”群より，上位にあり，立川層の上位の羽ノ浦層基底

部よりも層厚約50m下位に位置する．

　Tプ∫go短。∫4召sを含む岩相は灰色泥岩層にレンズ状に挟

まれた厚さ1m前後の岩塊で，その岩塊は，炭化した植

物片が多量に灰色シルト質泥岩と混じり合い，低品位な

石炭塊のように見える．Tプ匁on∫o乞4θ3は，石灰質の殻が

アメ色を呈してよく保存されているが，貝自体は二次的

に変形しているか，あるいは破片状である．恐らく周囲

の植物片と共に運び込まれたものであろう．Tプ∫gonぎ。∫一

4θ3以外の表面塗装の無い貝殻断片も含まれているが，

種属の同定はまだ出来ていない．

Tガgon∫oぎ4θ3（VVα勉noα）孟αoガθn3∫s　Maeda

　立川層産のTプ∫go勉。∫4θ3のほぼ完全個体の標本は，殻

の外形が変形しているものの，他の3個の標本との比較

から，殻の原型は，ほぼ推定できる．

　殻は横長の楕円形で，殻頂は幾分前よりにある．殻の

表面は，肋頂が丸く，強くはっきりしたジグザグ模様の

肋で覆われる．そのジグザグ模様は，前・後背縁部にほ

ぼ水平に並ぶ肋で構成されている．肋の数は，何れの部

分でも15－16本．V字肋の殻の中央から後方に配列する

肋は，前方に配列する肋より，幾分太めである．殻の内

側の縁には，殻表の肋に関連したキザミ模様がある．咬

歯は，前背縁部の内側の殻頂よりの位置に1個の三角貝

の咬歯に似た大きな歯があり，後背縁の内側に沿って，

側歯状に細長い皎歯がある（なお，本標本の古生物学的

記載は，別に報告の予定である）．

　この特徴は，これまで記載されたTプ∫gon乞。∫4θ3のなか

t
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では，咬歯の発達段階から観て，Wα勉noα亜属に属し，

日本海側白亜系の手取層群から記載されたTプガgonガ。∫4θ3

（Wα々∫noα）観。吻nsガs　Maeda（1963）の特徴と一致す

る．Tプ2gon彪4θsのVVαた∫noα亜属には，関門層群の

T．（W．）ωαたぎnoθn3ガ30htaが知られるが，筆者の一人，

田代が観察した関門層群（脇野亜層群）からのωα勉n－

oθns∫3の4個体の標本（菊地採集）にくらべ，T．

観碗θn3おは殻表の肋の数が多く，強い点で異なってい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φる．

　立川層のTプ∫gonガ。∫4θ3産地付近の地質時代は，上位の

地層，羽ノ浦層から堆定出来る．羽ノ浦層の基底部近く

から，アンモナイトをはじめ多種の浅海生貝化石が出

る．これらは，羽ノ浦層に対比される地層の基底部近

く，例えば，物部層（高知），ハイダテ層（大分），有田層

（和歌山），石堂層（山中），などの物部川層群および，

その相当層群，全てに共通する動物群であり，アンモナ

イトによる地質時代は，オーテリビアン後期一バレミア

ンが示唆されている（例えば，松本ほか，1982）．物部層

の上部や，更に上位の柚ノ水層上部（詳しくは後述）か

らもアンモナイトや沿洋生の貝化石が知られ，その時代

はバレミアンと考えられている（田代ほか，1980）．石田

ほか（1992）も，放散虫の詳細な研究を通して，羽ノ浦

地域の羽ノ浦層海生動物群は，バレミアンであるとし
た．

　Tプ∫gon勉4θsの産地は，羽ノ浦層の浅海生動物群の産

地の，わずかに下位にあるので，その地質時代は，羽ノ

浦層の基底部とほぼ同じか，やや古いとみられ，オーテ

リビアン後期一バレミアン初期と考えられる．

　Tプゼgon∫o∫4θ3類各種の生存期間については，殆ど記述

がないので，T．（W「．）観0漉n3乞3の生存期間がオーテリ

ビアン後期一バレミアンを含み，その前後にどれほど延

びるか分からないが，Tプ乞gon∫o∫4θsの歯板構造から観た

進化系統が亜属のκoプ。αn漉αから始まりWαゐ∫noα一

丁プ乞gon彪4θ3一κ祝規㈱o孟。αと発展している（Yang，1974）

と考えるならば，κ祝飛のno診。αの産出はアルビアン末期

一セノマニアン中期（松本，1938；田村，1991など）で，

韓国においてのTプ∫gon彪4θsの産出は，1勉飛α規。めαと

Wぬnoαの中間であり，Wen（1987）によってチベット

から報告されたTプぎgon彪4θ3（Wenは∠）∫ηθプs∫彪gonb

乞4θ3亜属に加えているが，殻表面の装飾歯板構造は

Tプ∫gon∫o∫403の特徴を示すので，Tプ歪gon∫o歪4θ3かその派

生物であろうと考える）はアプチアンーアルビアンに特

徴的な動物群と交錯して産出している．従ってWぬn－

oαの産出は，それらよりも下位であると考えることが

できる．

西南日本外帯からの非海生貝化石

　ノVεPPoηoη，α∫αrひoseκεαη，α（Suzuki）

　山中の瀬林層からA「∫ρρononα∫α型。祝s盈ガαnα（Suzuki，

1941）が知られている（Hayami　and　Ichikawa，1965；

Matsukawa，1983）．瀬林層は，物部層の浅海生動物群と

共通の貝化石を産する石堂層の上位に整合関係で重な

り，下半部は，粗粒岩に富んだ非海成一汽水成堆積物か

らなり，上半部は，暗灰色泥岩優勢な砂岩・泥岩互層が

重なる．ノV．型。％sθた彪ηαは，下半部から出ている．同じ

く下半部に出る汽水生動物群には，11αッのn∫nα御α診s疏

々αωα∫，Cos孟06∬θnα瓶4磁ooo3孟α頗など，高知の柚ノ木

屑下半部に特徴的な種と共通する．

　高知の物部川層群柚ノ木層は，物部層の上位に整合関

係に重なり，下半部からは，領石フォーナによく似た汽

水生貝化石群が出ることで知られている．（甲藤・須

槍，1956；田代ほか，1980；田中ほか，1984など）．しか

し領石層の動物群とは属の構成で似ているものの，種の

大部分は領石層動物群の種を祖先形にしたと考えられる

別種群である．この違いは，おそらく途中に物部層を挟

んだ時間的な動物群の変移であると思われる．最近，立

川層の上位の羽ノ浦層上半部に，柚ノ木層相当層が存在

することが判ってきた（石田ほか，1992）．瀬林層は，産

出化石・岩相・層序などの共通性から柚ノ木屑に対比さ

れることは確実であると思われる．また，瀬林層の上半

部に似た柚ノ木層上部からはバレミアンを示すアンモナ

イトの産出があり（田代ほか，1980），瀬林層の上位の三

山層の基底近くには，柚ノ木層の上位にある日比原層の

下部や傍示層からの汽水一浅海生フォーナ同じ動物群が

報告された（田代，1990）．そのアンモナイトによる日比

原層下部・傍示層の時代はアプチアンである．ノV∫ρρono－

nα∫α型。螂θ肋nαを産する瀬林層は，これらの資料か

ら，バレミアン中一後期と考えられ，石田ほか（1992）

は，上・下位の海成層から産出する放散虫やアンモナイ

トなどの化石から，羽ノ浦地域のこの非海成一汽水成堆

積層（日浦相）をバレミアン後期と推定している．

　Psθ撹dophrεα7ηα‘s膨mo孟。∫Yang

　東北地方の遠野市北方の南部北上山地の下部白亜系大

船渡層群物見山層から非海生貝化石，P3θ記oρhプぬ

ηz漉s㍑飛。オ漉Yang，ノVαg40πg∫α30n∫Yangなどが出てい

る．この化石は田沢ほか（1979）により報告され，

Ogasawara（1988）により記載された．Ogawawaraは，

その地質時代はオーテリビアンーバレミアンと考え，同

様に，田代・香西（1989）は，大船渡層群の非海成一汽

水成層（船河原・小細浦層）の貝化石群は，物部層群の

オーテリビアンーバレミアンの動物群と共通することを
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示し，それらは，NakazawaandMurata（1966）によって

記載された猫川層の貝化石群とも共通することを述べ

た．

　しばしば大船渡層群に対比されてきた気仙沼付近の大

島層群からはTaketani（1987）がベリァシァンーバラン

ギニアンの放散虫化石群を報告しているが，大島層群は

大船渡層群とは違い，四国の南海層群に類似した地層群

で有ることが指摘されていて（田代・香西，1989），高知

・徳島の南海層群からもベリアシアンーバランギニアン

の放散虫群が知られている（森野ほか，1989；石田・橋

本，1991）．従って東北地方大船渡付近に点在する下部

白亜系は，おそらく，高知物部地域では，物部川層群の

領石層一日比原下部層付近，徳島では立川層一羽ノ浦層

付近に相当する地層群と思われ，その基底は恐らく領石

層の堆積とほぼ等しい時期に始まっていると解釈され
る．．

日本海側白亜系との関係

1．手取層群の非海生動物群

　丁ガgo漉。∫4θ3（VVα勉noα）観。プ∫on3ぎs，ノV∫ρρonon漉α

プ』yoz乙sθゐガαnα，　P3θz乙40ρhプガα　　ηzα診sz6ηzo孟。∫　（〈／‘zg40ng乞α

30勉を含む）の秩父帯3地点からの化石産地は，四国・

関東・東北とそれぞれ異なっているが，これらの産出時

代はオーテリビアン後期一バレミアンに集中しているこ

とが判る．

　日本海側の石川県・福井県にまたがり，広範囲に分布

する手取層群からは，植物化石や，非海生貝化石・陸生

は虫類化石などの産出で知られている．最近，田村（199

0）は，西南日本各地の非海生貝化石群集を総括し，古生

物学的・生層序学的観点から，それらの対比を試みた．

なかでも手取層群各層の対比にはT7∫gonガ。∫4θ3，

〈14》ρononα∫‘z，」Psθz640ρhプ乞α，〈〆αg40ng∫α，」Pl歪6α孟oz乙n∫oな

どが同所的に産出する事に注目し，これをTNP群集と

して活用し，その詳細な対比を可能にしている．それに

よると，TNP群集は，手取層群の桑島互層・北谷互層

に知られ，九頭龍亜層群を除けば，手取層群の基底部近

くに出ている（田村，1990，1991）．

　TNP群集の主な構成種はTプ忽on彪4θ3（VV漉∫noα）

観0吻n3∫3，ノVψρono痂α観0プ加3∫3，ノV．プツ0麗3θ為伽α，

Psθ祝40ρhガαηz厩3御no診。∫，ノVαg40ng宛30n∫などであり，

ノV．観。吻n3おを除けば，西南日本外帯の非海生貝化石

と同種である．

　一一方，東（1991）は手取層群のは虫類化石群集は石徹

白亜層群（白峰），赤岩亜層群（勝山）の下・上二相に別

れると解釈している．しかし，貝化石による対比（田村，

1990）では，両者は同時堆積層であると解釈されてい

る．田村（1990）による両者からの貝化石リストを観る

かぎりでは，田村の解釈を支持したい．

　手取層群の地質時代は，海生動物群の産出がない

（ジュラ紀を除く）ため，堆定の域を出ることがなかっ

たが，これまでの堆定では石徹白層群の基底部はジュラ

紀後期一白亜紀最初期の範囲に置かれている．

　Tプ∫gon乞。ぎ4θs，ノVψ1》ononα短，P3θz乙40ρhガ‘z，ノVαg40πg一

如のこごの生存期間については，よく判っていないとし

ても，3種が同一時間面に産する時間幅は比較的に短い

と考えてよいと思われる．したがって，西南日本外帯で

の“TNP群集”はオーテリビアン後期一バレミアンと

比較的に狭い時代幅に集中しているので，九頭龍層群を

除く手取層群の基底部近くは，オーテリビアン後期一バ

レミアンと考えることが出来る．この時代観は，兵庫県

の手取層群相当の篠山層群基底部付近がフィッシヨント

ラック法で120－130Ma（たとえば松浦・吉川，1993）

となることと調和している．言い替えれば，日本海側白

亜系（九頭龍亜層群を除く手取層群）の堆積は，西南日

本外帯秩父帯の白亜系と，ほぼ同時に開始され，その時

代は，おそらくオーテリビアンを下ることはないと言え

よう．

2．関門層群の非海生動物群

　山口県西部一北九州地域に広がる関門層群中の脇野亜

層群千石層からは，種の同定には若干の問題が残されて

いる（田村，1990）としても丁万go勉。躍θ3（Wα勉noα）

ω‘z為乞no召nsガ3，ノV∫ρ1》ononα∫‘z　ωαた∫noθn3∫3，　9P3θ％401》hプぎα

解α孟s％規。孟。∫，．Pl∫o碗。％n∫ospp．などが知られる（Ohta，

1959，1963，b；田村，1990）が，〈「α940ng∫α30勉は無い

ようである．TNP群集には違いないが，Tプ∫gon彪4θs，

ノ》∫ρρonoηα∫αは属は同じで種でことなり，P3θ祝40ρhプ∫α

は規厩躍飛。オ。ガの類似種となっている．この様な平行的

な群集の関係は，海生一汽水生の白亜系物部川層群と南

海層群の間に観られ（田代，1985b）両層群間の時間面は

ほぼ一致している．例えば物部川層群領石層の孟1αッα彫一

∫αnαz¢ηzαnn∫，Co3孟06』yプθnαo孟3z漉‘zガ，13040ηzθプα3h乞プ。∫θ一

ns∫s群に対して，南海層群菖蒲層の〃．oαプ初α如，

Eo漉040n常α孟鍬飛。孟。∫，1．規α診3％規。オ。∫群（Tashiro，

1987）の関係や，物部川層群日比原層と南海層群萩野層

の浅海生貝化石群（田代，1985a；Taira　and　Tashiro，19

87）の関係などである．

　脇野層群の一部と同時異相の関係にあると思われる山

口の吉母層は，領石層よりも南海層群菖蒲層の汽水生動

物群に近いことは，既に報告した（田代，1985a）．

　ノV2♪ρononα∫αは，Tプ∫gon∫o∫4θs（ん。プ。αn痂α）からの派

生物であり，ノV．型03θ観αnαは，N．ωα勉noαを祖先とす

ると言う解釈もある（梁，1979）．しかしながら，
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ノV∫ρρononαぬとω罐∫noαの間に観られる違いは，

翫ρρoπonα∫αの殻がWα々ぎnoαよりも後方へ延びると言

う特徴以外は殆ど無く，またノV∫♪ρonon痂αから派生し

たと思われる動物群も存在しない．むしろTプ∫gon∫o∫40－

3の一群が，“Uηガ0”か，Pl∫0碗0観ぎ0に似た生活様式を

取ったための形態変化を示していると言う解釈も成り立

つ．海生と言う違いはあるが，同じ分歯目二枚貝の三角

貝類には，別属・亜属間の違いのある種であっても，生

息環境が類似すれば，その生活様式を反映して，互いに

似た形態の変化を示すことが知られている（田代・松

田，1988）．

　WぬnoαからノWρρononα∫αへの変異がT．（W．）

ωα勉noθnsおカ・らノV．ω‘z勉noθn蕊3，T．（VV．）診αoプ∫θns∫sカ・

らノV．型。粥ぬαnαへのそれぞれの変異で示されるとす

れば，この変異は，物部川層群と南海層群の海生動物群

の間に観られる現象と同様な，互いに類似した手取・物

部川層群と脇野亜層群の非海成堆積相のなかで平行的

に，ほぼ同一時間面に起こった平行現象と考えた方が，

適切ではないかと思われる．

3．新洞層群の非海生貝化石

　韓国南部の非海成中生界堆積相の新洞層群の蓮花洞層

からは、Tガgon∫o∫‘1θs（Wα勉noα）ωα窺noθηsお，T．（κoプー

。αn厩‘z）わongゐy％n∫，Aπψρononα彪プ』yosθゐ歪αnα，P5・θz乙40ρ一

hプ∫α規飢餓規。孟。ガ，ノVαg40πg伽30漉などの，いわゆる

TNP群集が知られている（例えばYang，1974；梁，19

79）．T．ωαゐ∫noon3∫3を除けば，手取層群のTNP群集に

近い．その時代はオーテリビアン後期一バレミアンとみ

て，矛盾はないと思われる．梁（1979）による蓮花洞層

からの，これら3属以外の非海生貝化石にも，脇野亜層

群と手取層群からの種が混在していることは，脇野・手

取層群の古生物地理区の関係を知る上に重要である．

考 察

1．徳島県の秩父帯白亜系立川層（物部川層群領石層上

部層相当層）から産出したTプ∫gono乞4θ3はTプ匁on∫o歪一

4θ3（W罐∫noα）観碗θn3∫s　Maedaに同定出来る．立川

層の地質時代はオーテリビアンーバレミアンと考えら

れる，Tプ∫gon∫oガ4θsの産出位置付近は，最近の大型化

石や放散虫化石の研究からは，オーテリビアン末期一

バレミアン初期と考えられる．

2．これまでに報告のある秩父帯白亜系（東北地方も含

む）の非海生貝化石ノWPρonon痂α，Psθ躍oρh加，

ノVαg40ηg∫α，Tプぎgon∫oガ4θsは物部川層群の下半部（領

石層一柚ノ木層）かその相当層であり，その地質時代

はオーテリビアン末期一バレミアンの間に限られる．

3．Tガgonガ。ガ4θs，ノVψ1》onon‘麗α，P3θz乙40メ》hガα，ノVαg40一

ng彪などの非海生貝化石の産出が，ジュラ紀の海生

貝化石を含む九頭竜亜層群を除く日本海側の“白亜

系”手取層群の石徹白亜層群・赤岩亜層群に知られて

いるので，これらの非海生貝化石を産する西南日本外

帯の秩父帯白亜系（東北日本の大船渡層群も含めて）

の物部川層群の下半分都，及びその相当層との地質時

代は，ほぼ同じであったと見なせば，日本海白亜系と

西南日本外帯秩父帯の白亜系の堆積は，ほぼ同時に開

始されていると言うことが暗示される．

4．関門層群脇野亜層群からのTプ∫n朗4θ3（Wα勉noα）

ωα勉noθns∫3とノV∫ρρonon厩αωα勉noθns∫3の関係を，

T．（W．）観。プ∫θns∫3とノV．ぴ03θ勉απαの関係と同様

に，三角貝やミオフォリア（Newell　and　Boyd1975）

　（共に海生の分歯目二枚貝）に観られる平行的な形態

変化であると見なせば，Tプぎgonぎ。∫4θ3（1く。プ飢nα∫α）か

　らT．（s．s．）の間にあるWα々ガnoα亜属の生存期間内で

　の現象と見なせるので，白重系手取層群・物部川層群

　と脇野亜層群は，何れもほぼ同じ時代の堆積物と見な

せる．また，手取層群のフォーナが，脇野亜層群より

　も，物部川層群に近いことを示している．この時代観

　については，韓国の新同層群から，手取層群と脇野亜

層群の両方に共通した非海生貝化石種が出ていること

　からも，矛盾しない．

5．南海層群の海生・汽水生フォーナがオーテリビアン

　ーアルビアンを通して，先外和泉層群に共通し，物部

　川層群のフォーナとは異なり，その先外和泉層群は，

　中九州赤色盆地（御所浦・御船・大野川層群など）と

　の関係が深い（田代，1985a；Tashiro　and　Tanaka，

　1992）こと，脇野亜層群の一部と考えられる吉母層の

　フォーナが，南海層群と似ていることを考慮すれば，

　本邦の下部白亜系は物部・手取型の白亜系と，南海・

　先外和泉・四万十・脇野（関門）型の白亜系の2群に

　大別出来る．

終　わ　り　に

　西南日本外帯と日本海側白亜系の対比，海成・非海成

層の相関関係の把握に正確さが増す事は，韓国や中国大

陸の白亜系非海生貝化石群と対比するうえにも，重要な

ことであり，また本邦の中生界以降のテクトニックを論

じる上にも，重要で，無視出来ない資料を提供するもの

であると考える．最近，チベットからバレミアンーアプ

チアンの浅海生貝化石に似た動物群と共に，Tプ乞gon∫oガー

4θsや1so40解θ観，P祝13誠sなどの非海生貝化石が次々

に報告されている（例えばWen，1987，1992）．本邦から

の資料を加えることや，中国大陸からの膨大な非海生貝

化石の報告の整理をすすめれば，本邦と大陸問の更に詳
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細な対比が出来ると考えられ，その成果は極東に於ける

地史の解明に，貴重な手がかりを興えることになるであ

ろう．

　本報告を進めるにあたって，熊本大学の田村　実教授

からは，貴重な御意見を頂きました．徳島県石井町の篠

原　勇様には，羽ノ浦地方の新しい化石産地について，

いろいろと御教示一頂きました．また高知大学生の菊池直

樹君には，北九州や韓国産の多量の非海生貝化石を見せ

て頂きました．この場をかりて，これらの方々に厚く御

礼申し上げます．
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